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いこととはいえ,分 析結果や結論に疑問を感 じたり,自 分なりの別の解釈を思
いついたりしても,直 接それを確かめる手段が読者には与えられていない。もっ
とも,調 査データの公開は我が国でも徐々に進みっっあり,論 文にデータ使用




トワークデータが記載 されていない論文の方が珍 しいくらいである。,十 数人















ワーク(上 記の5人 の ものを含む)と,パ ワーを測定 した実験結果 とを結び付
けるべ く,様 々な理論を編み出しては自らの論文に発表 していった。結果的に,
同じデータの解釈をめ ぐって数多 くの論文が専門誌等を賑わすことになった。
こうして社会科学系の研究分野 としては珍 しく過去の研究 に新たな研究が積み
重なり,継 続性のある研究分野が形成されていった。
しかし,社 会学,特 に調査研究を主体とする分野では,こ のような事例は例
外中の例外にとどまっている。一っの経験的データの理論的解釈をあぐって議
論が沸騰することはまれで,理 論的な解釈をめぐる議論が充分なされないまま
に,多 くの経験的データが量産 されては忘れ去 られていくというのが実状であ
ろう。とはいえ,す べての研究分野に,ネ ットワーク分析のような 「読者参加
型」の論文を求めるのは無理である。要は一っの調査データが多 くの研究者に
よって共有され,追 試 ・再分析 される状況があればよいのである。それには,
まず社会調査のデータベース等のさらなる整備が必要であろうし,そ して何よ
り,他 の研究者によって追試 ・再分析されるに足る,魅 力的な調査研究が多数
生み出されな くてはなるまい。
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